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福島県塙町と高萩市を結ぶ|峰越

連絡林道杉野谷地柳沢線が完成し

3月28日県境で、岩上二郎茨城県一

知事、木村守江福島県知事ほか関

係者100人が参加して盛大に開通

式が行なわれました。

この林道は、延長2,679籾幅員4

籾で、両地域内の森林資源開発と

地域発展のために重要な役割を果

たすものと期待されています。

高萩市と結ばれた墹町までは約

70伽で、人口13,207人(3月1日

現在） 、面積は高萩市より広く2

10.86k㎡もあり、高血圧、神経系

統に効くとv､う湯|岐（ゆじまた）

温泉郷や史跡などがあって、 ドラ

イブコースとしても最適でしょう
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錘
臺

の伸び榊那言
三

000円となり昨年と比べ、 35．9 二

言
目三

6,072万3,000円、股莱共済朝業 三
二

]の合計4億8,482万円となって
薑
三

)00円、工業水道事業6,163万2, 三
三

）ました。 三
三
三

り積極的施策を展開してきましたが、阿三
＝＝

武隈八溝畜産基地開発も50年度より多賀三
＝＝

地区が全体実施計画設計地区として採択三
：＝＝

＝＝

され、本市は規模において中心的役割を三
＝＝

＝

果すことになりますので積極的に取り組三
＝＝

＝＝

んでいく考えです。 三
＝

・大荷田草地造成事業跳229万7,000円・ 三
＝

乳牛、肥育牛振興関係補助金518万9,0 三
二目＝

j＝＝

00円 ＝
三

■林業の振興議会とともに誘致運動を三
二＝

進めた結果決定された、第27回全国植樹三
三

祭の開催を1年後に控え「緑を育て守る三
＝二

：＝＝

う大地」をテーマとしてお手まき会場の三
：＝＝

三二＝

施設整備をはじめ、関連道路の整備を促三
＝＝

＝＝

進してきましたが、 この機会に市民総く・ 三
＝＝

るゑで体制づく りを進めるとともに実行臺
臺

委員会を設置し、緑化運動を積極的に推三
＝＝

＝二

進し、緑の環境づくりにつとめたいと思三

います。 ＝三
三

・長沢林道等開設、改良没442万円･植樹薑
二二

祭高萩市実行委員会負担金50万円 三
三

■商工行政工業団地の企業誘致を引統重
き促進するとともに、公害のなし､発展性三

のある企業を誘致し、地域経済向上をは三
二

かります。中小企業対策については、大三
ニョ

型店の進出という新しい事態に対処して薑
二二

商工会との連勝を強化し、指導体制充実臺
＝

と合理化を助長して、融資制座の拡充企三
＝

融対策を一段と強化するなど適切な措置毒
＝＝

を講じていきます。 三

・商工会運営助成金518万9,000円･市街三
＝

地街路灯設置助成金121万5,000円・自三
治産地金融、融資保証料助成金347万4三

三

,000円 三
＝

戯も

卿蕊
’

民生費．認6億9，027万5可 闇

万1千円総務費4億6,883

7,502万7千円

総額で35．9 h衛生費 1 158,607万5千円

FT公債贄 ’億3”万'千㈲
園潤随= 1 152,4047y2千㈲
FW:"' '""@万．
図労働費 ，"3万2千㈲
日 議会一 ‘"'万'千・
日‘5濡千㈲L,聯千判
歳出 （黒線は昨年度）

今年度の予算は、総額38億602万6,000円となり昨年と比べ、 35．9

パーセント伸びています。

特別会計は、国民健康保険事業4ig6,072万3,000円、股莱共済朝業

2,339万円、高萩霊園事業70万7,000円の合計4ig8,482万円となって

います。

企業合計は、水道事業2億957万4,000円、工業水道事業6,163万2,

000円の合計2億7,120万6,000円になりました。
》

》
』
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・清掃関係経費1億838万1,000円・高萩

市及十王町衛生組合負担金1億1万9,00

0円（ゴミ収集経費1,732万3,000円し

尿ゴミ処理経費6,128万8,000円、し尿

処理施設建設費2,019万8,000円）

・公害対策費246万4,000円・ハエ、 力等

駆除経費358万6,000円

■集会所設置田園都市センターの完成

年次を迎え集会所を設置するなど、 コミ

ュニティづくりを推進し、地域活動への

積極的な参加の場を提供していきます。

・田園都市建設事業協会基金補助金1,01

8万5千円・集会所新築費5,890万7,000

円（有明町、行人塚、駒木原地内3所）

■市営住宅新築工事（16戸） 9,056万円

昭
和
卵
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
訓
億
５
０
０
０
万

円
で
、
前
年
度
当
初
と
比
べ
８
億
６
６
０
万
円
の
増
で
粥

・
０
パ
ー
セ
ン
ト
伸
び
て
い
ま
す
。
歳
出
の
ト
ッ
プ
は
教

育
費
で
１
．
５
倍
に
、
続
い
て
民
生
費
、
総
務
費
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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腿の 歳入グ号

■農業の振興近年の変動する経済情勢

の中で弾力的、効率的な農業経営の維持

発展をはかるためには、生産基盤の整備

を先行させるとともに、農村在住者に魅

力ある生活蝋境を盤術することが必要で

す。そのためには土地改良を推進し、生

産性の向上と水利の安定と合理化をはか

っていきます。

・土地改良事業1M1,821万2,000円（農道

2，水路5所） ・簡易給水施設費290万5

,000円（上君田、下君田） ・石滝農免

道路整肺県営事業負担金1,193万9,0

00円・農業振興関係補助金201万5,000

円

■畜産の振與本市の特質のひとつであ

市税

8億506万I

U

O

躁旦亨魂
2億9,284万円

Ｕ

Ｔ

県支出金9，791万7千円

濁繰入 金3，221万9千円

麗繰越 金 3,○○○万円

使用料及び手数料 2，691万円

教育費 7億2,崎3万9千円
一
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蕊蕊 教育・福祉に重点
鈴木市長は、 3月定例市議会の初日10日に、昭和50年度の施政方

針について説明しました。

本年も 「教育の充実」 「福祉の向上」 「生活環境の整備」 「産業

の振興」の4本の柱を中心に取り組むと重点施策をのべ、諸情勢の一

段ときびしさを加えているときにあたり、お互いに物的生活を簡素

に、精神生活が豊かであることを目ざし、新しいまちづくりに新し

い生きがいを求めていこうと呼びかけました。

一

…… 一一

体制の充実市民の最も深い関心

一…

■医療体制の充実市民の最も深い関心

事であり、行政的な立場から積極的に取

り組んでいきます。すでにこの問題を究

明するため市民、医師会、市執行部によ

る医療問題懇談会が発足しています。

当面の施策として、高萩協同病院の増

改築が本年行なわれますので、 これに積

極的に協力し解決していく考えです。

…教
教育は、私が最も重要視している祁門

であり、明治の先覚者が教育を重視して

くれたおかげが、今日の日本の繁栄に及

んでいることに思いをいたせば、今日の

われわれには、 21世紀の子孫のためにも

教育に力を注がなくてはならぬ責任があ

ります。

■学校教育学校施設の充実とともに教

育内容の向上を図ります。

・高萩小学校危険校舎改築費（総面積2,

502㎡のうち50年度780㎡）

7,135万9,000円

・高萩中学校危険校舎改築費（総面積3,

342㎡のうち50年度2,601㎡）

2億1,472万円

・ことばの教室開設準備費39万4,000円

・教育指導主事経費 1,032万5,000円

■社会教育健全な生活を営むためには

たえず文化的教養を高め、生活にうるお

いと生きがいをもたらす知恵と工夫が必

要であり、スポーツ・レクリエーション

の機会提供の場を拡大し、自主的な団体

活動を振興するために指導体制を強化し

ていきます。

・市民体育館建設費（総面積1,997㎡）

1億3,326万6,000円

・社会体育関係経費 532万5,000円

・青少年対策各種教育学級経費

353万4,000円

・高萩の植物刊行準備委託費 150万円

社会的公正を確保するためにも、常に

行政的に深く配慮を加えることが行政に

課せられた基本的命題であります。

恵まれない人たちへの思いやり、子ど

もたちの幸せ、老人の生きがいを念頭に

一般的な生活水準向上のかげにとり残さ

れた人ゐに対して、希望と安らぎを与え

ることは住民福祉の|可上に欠くことので

きないものであります。

■老人福祉対策

・老人措置費3,705万3,000円・老人家庭

奉仕員費222万3,000円・敬老記念、老

人クラブ経費273万9,000円・老人いこ

いの家運営費442万3,000円・老人居室

整備資金貸付事業費200万円

■障害者福祉対策 一

・精神薄弱者措置費1,286万2,000円・身

体障害者援護賀949万8,000円

■児童福祉対策 一一 一一 一

・児童手当支給5,535万8,000円・保育所

経費6,471万8,000円・子ども会等経費

-, 61万6,000円

■医療福祉対策

・老人医療費1億231万7,000円･ねたきり

老人医療費369万5,000円・重度身障害

児者医療費805万3,000円・乳幼児医療

費988万2,000円･高額医療対策経費1,0

48万9,000円・母子家庭医療費93万9,0

00円

|生活環境の整備’活環境の生

これからの地域社会の生活基盤は居住

環境にあると思います。 まずこの中で住

民が健康で安全に、快適な生活を営むた

めに欠くことのできない条件を整備する－~
ことが必要です。

■道路・橋梁の整備

,､道路舗装工事費（延4,498脚）4,364万

4,000円・道路改良事業費(延1,561")

8,504万1,000円・交通安全施設整備費

2,090万6,000円・橋梁架替工事費647

万円

■都市計画事業

・都市下水路(谷地川）改修事業費3,000

万円・土地区画現形測量及び区画街路

計画委託費417万円

■上水道事業今後共給水人口の増大を

はかり普及率の拡大につとめます。

■環境衛生し尿処理問題の解決と今後

の需要の増大に対処するため、施設の増

改築を実施するとともに50年度よりゴミ

収集無料化をはかりました。

｛
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３
月
定
例
市
議
会

予
算
な
ど
全
議
案
を
可
決

下
山
田
助
役
が
再
任

川
さ
る
３
月
、
日
に
開
会
さ
れ
た
市
議
会
３
月
定
例
会
は
、
９
日
間
の
審
川

川
議
を
経
て
３
月
昭
日
閉
会
し
ま
し
た
。
今
議
会
は
、
新
年
度
一
般
会
計
予
川

仙
算
な
ど
詑
件
の
全
議
案
を
審
議
し
‐
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
川

■
高
萩
市
助
役
の
選
任
祝
金
の
支
給
額
は
、
帥
歳
以
上
踊
歳

昭
和
帥
年
３
月
ｎ
日
で
任
期
満
了
と
未
満
の
者
…
５
０
０
０
円
、
踊
歳
以
上

な
る
高
萩
市
助
役
下
山
田
一
郎
さ
ん
を
の
者
：
７
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

再
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
■
高
萩
市
議
会
の
議
員
の
報
酬
お
よ
び

意
を
受
け
ま
し
た
。
饗
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

■
高
萩
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

改
正

昭
和
帥
年
３
月
訂
日
で
任
期
満
了
と

高
萩
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に
意

な
る
委
員
笠
谷
喜
之
助
さ
ん
を
再
任
す
見
を
求
め
答
申
を
得
た
も
の
で
す
。

る
こ
と
に
同
意
を
受
け
ま
し
た
。
・
報
酬
月
額
、
議
長
加
万
５
０
０
０
円

■
高
萩
市
印
鑑
条
例
の
全
部
改
正
↓
昭
万
円
、
副
議
長
９
万
円
↓
皿
万
円

印
鑑
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
事
務
議
員
８
万
５
０
０
０
円
↓
加
万
円

に
つ
い
て
は
、
全
国
統
一
的
な
事
務
を
■
高
萩
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
お
よ
び
旅
費
に
関
す
る
条

行
な
う
よ
う
改
善
指
導
要
項
が
自
治
省

例
の
一
部
改
正

よ
り
示
さ
れ
た
の
で
、
条
例
の
全
部
を

改
正
し
、
住
民
の
利
便
と
市
行
政
の
合
。
報
酬
月
額
市
長
鋤
万
円
↓
詑
万
円

理
化
を
図
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。
助
役
濁
万
円
↓
配
万
円
、
収
入
役
型
万

こ
の
条
例
が
施
行
さ
れ
る
の
は
、
卵
円
↓
溺
万
円

年
７
月
か
ら
で
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
※
い
ず
れ
も
卿
年
川
月
１
日
か
ら
適
用

に
つ
い
て
は
後
で
市
報
な
ど
に
よ
り
お
さ
れ
ま
す
。

■
昭
和
”
年
度
高
萩
市
一
般
会
計
予
算

知
ら
せ
し
ま
す
。

特
別
会
計
、
企
業
会
計
予
算

■
高
萩
市
敬
老
祝
金
支
給
条
例
の
制
定

国
民
年
金
そ
の
他
の
公
的
年
金
の
施
（
２
．
３
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

行
に
と
も
な
い
、
名
称
（
敬
老
年
金
）
｜
陳
情
請
願
報
告
一

が
混
同
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
と
！

支
給
上
に
お
け
る
事
務
の
簡
素
化
を
図
【
採
択
】

る
た
め
、
旧
条
例
を
廃
止
し
本
条
例
を
○
酪
農
組
合
施
設
に
関
す
る
陳
情

制
定
し
た
も
の
で
す
。
○
道
路
舗
装
に
関
す
る
陳
情
（
春
日
町
）

○
環
境
整
備
に
関
す
る
請
願
（
有
明
町
）

○
道
路
舗
装
に
関
す
る
請
願
（
下
手
綱
）

【
不
採
択
】

○
非
常
勤
母
子
相
談
員
の
慰
労
金
給
付

に
関
す
る
陳
情
（
所
官
外
）

○
道
路
拡
巾
に
関
す
る
請
願
（
中
戸
川
）

【
継
続
審
査
】

○
道
路
舗
装
及
び
付
帯
工
事
実
施
方
に

関
す
る
請
願
（
若
栗
）

○
市
営
（
土
地
・
家
屋
）
払
い
下
げ
に

関
す
る
請
願
（
高
浜
町
）

○
市
嘱
託
医
等
に
対
す
る
待
遇
改
善
に

関
す
る
陳
情

○
教
育
費
父
兄
負
担
軽
減
の
た
め
の
補

助
金
増
額
に
つ
い
て
の
請
願

○
用
水
路
改
修
に
関
す
る
請
願
（
上
手
綱
）

○
茨
城
県
畳
高
等
学
校
職
業
訓
練
校
助

成
に
関
す
る
請
願

○
市
道
改
善
整
備
に
関
す
る
請
願

（
高
萩
）

○
国
民
健
康
保
険
税
改
正
に
関
す
る
陳

情
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‘ﾆヘ

ー 教育課長）P市民活動係長高野忠信

（国体事務局係長)P広報広聴係長松

本三郎（中央公民館主幹）

総務部じ財政課長矢代正史（秘書人

事担当主査)P税務課長金沢和夫（財

政課長）

民生部p市民課長国井文雄(用地担

当主査）し衛生課長神代健(会計課長）

P福祉事務所長佐川好和（企画担当主

査）

事業部口農林課長沼田栄（農林課長

補佐)‐し都市計画課長大高智衛（税務

課長)P商工課長金沢勲（衛生課長）

会計課b会計課長鈴木保三郎（市民

課長）

議会事務局P議会事務局長木原市平

（福祉事務所長）

教育委員会し社会教育課長田崎雄也

（商工課長）し中央公民館係長江尻寛

. （市民相談係長） ． ､ 、

市長室の機構が変わりました
4月1日付で人事異動

4月1日付けで、市役所内部の人事異

動が行なわれました。また同時に市長室

の機構が変わりましたのでお知らせしま

す。

市長室の機構変更

■秘書担当一秘書係秘書人事担当から

分離して、秘書機能の充実を図りました

■職員担当一職員係秘書人事担当から

分離して､人事担当を職員担当と改めま

した。。

■企画担当一企画係従来どおり。

■開発担当ご開発係用地担当を開発担

当と改め、土地造成、用地取得、誘致交

渉等の業務を行ないます。

■市民活動担当-市民活動係-広報広聴係

秘書人事担当の中にあった広報広聴活

動とあわせて、市民の皆さんの市政に対

する要望等をは握し、行政への積極的な

市民参加を図り、明るく住みよいまちづ

くり運動、市民憲章を推進するために新

たに設けられたものです。 また交通安全

対策、指導についても市民活動係で行な

っていきます。

人事異動（係長以上）

市長室し市長室長兼秘書担当佐川忠

義〈議会事務局長）し職員担当主査大

都直教（農林課長）P企匝I兼開発担当主

査佐川庄一（都市;|･皿|課長)P市民活

動担当主査矢代利男（教育委員会社会
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一
般
家
庭
の
．
コ
ミ
収
集
処
理
手
数
料

守
勤
、
力
４
月
１
日
か
ら
無
料
に
な
り
ま
し

た
。
収
集
地
域
は
、
い
ま
ま
で
燃
え
る

ゴ
ミ
を
収
集
し
て
い
る
地
域
の
象
で
す

が
、
そ
の
他
の
地
域
に
つ
い
て
も
、
収

集
体
制
が
整
い
次
第
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
商
店
事
業
所
等
の
業
務
活
動

に
よ
り
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
（
ゴ
ミ
）

に
つ
い
て
は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り
有
料

に
な
り
ま
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
自
分

で
処
理
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

ど
う
し
て
も
処
理
で
き
な
い
場
合
に
は
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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－
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

従
か
仰
ぐ
の

蜘
灘
聯
総
物
⑪

無
料
嘉
唾
に
な
っ
た

コ
ミ
収
集
手
数
料

オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ

早
春
の
日
あ
た
り
の
よ
い
道
ば
た
や

畑
地
な
ど
に
、
．
〈
シ
チ
リ
と
明
る
い
臆

を
見
開
い
た
よ
う
な
８
ミ
リ
ほ
ど
の
ル

リ
色
の
花
が
、
地
面
を
は
う
よ
う
に
幾

つ
も
幾
つ
も
４
弁
に
さ
け
て
咲
い
て
い

ま
す
。「
大
犬
の
ふ
ぐ
り
」
は
、
丸
味
の
あ

る
実
２
つ
く
っ
つ
い
た
形
か
ら
つ
け
ら

れ
た
名
前
で
、
「
ふ
ぐ
り
」
の
意
味
は

字
引
な
ど
で
ゑ
て
く
だ
さ
い
。

昔
か
ら
日
本
に
あ
る
イ
ヌ
フ
グ
リ
は

も
っ
と
小
さ
く
性
質
が
弱
い
た
め
、
ど

ん
ど
ん
滅
び
て
ゆ
き
珍
ら
し
い
植
物
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
明
治
別
年

頃
、
東
京
都
内
で
は
じ
め
て
見
つ
け
ら

北
部
処
理
場
（
赤
浜
霞
②
５
０
６
７
）

へ
自
己
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
自
家
処

蠅
、
自
己
搬
入
と
も
で
き
な
く
て
収
集

を
希
望
す
る
場
合
は
、
新
た
に
ゴ
ミ
収

集
申
込
書
を
花
貫
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
際
の
ゴ
ミ
処
理
手
数
料
は
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

◎
収
集
手
数
料
（
収
集
車
に
よ
る
も
の
）

①
燃
え
る
・
コ
ミ

基
本
料
金
月
額
１
０
０
円
と
１
回
の

収
集
量
卯
キ
口
ご
と
に
月
額
１
０
０

円

ー

れ
た
ョ
－
ロ
ッ
。
〈
原
産
の
オ
オ
イ
ヌ
ノ

フ
グ
リ
は
急
速
に
広
が
っ
て
、
今
で
は

見
ら
れ
な
い
地
方
が
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
ほ
ど
の
帰
化
植
物
で
す
。
花
期
は

２
月
か
ら
４
月
頃
で
、
早
咲
き
は
年
末

か
ら
咲
き
は
じ
め
ま
す
。

歩
く
子
に
両
手
さ
し
出
す
犬
ふ
ぐ
り

虚
子

世
は
ス
ピ
ー
ド
時
代
、
落
着
い
て
身

の
周
り
に
注
意
す
る
こ
と
が
少
な
い
で

す
が
、
よ
く
見
る
と
意
外
に
美
し
い
も

の
に
出
合
い
、
心
温
ま
る
思
い
が
す
る

も
の
で
す
。
ス
ミ
レ
、
タ
ン
ポ
ポ
、
ナ

ズ
ナ
な
ど
愛
ら
し
く
、
セ
リ
、
ヨ
メ
ナ

モ
チ
グ
サ
摘
み
な
ど
は
た
い
へ
ん
健
康

的
で
す
。

②
燃
え
な
い
ゴ
ミ

週
１
回
収
集
す
る
も
の
は
、
１
回
の

収
集
量
１
０
０
キ
ロ
ま
で
月
額
３
０

０
０
円
、
１
０
０
キ
ロ
を
超
え
る
と

き
は
、
キ
口
増
す
ご
と
に
２
５
０
円

◎
処
理
手
数
料
（
自
己
搬
入
の
も
の
）

①
燃
え
る
。
コ
ミ

ー
０
０
キ
ロ
ま
で
１
０
０
円
、
１
０

０
キ
ロ
を
こ
え
印
キ
ｐ
増
す
ご
と
に

訓
円
を
加
算

②
燃
え
な
い
ゴ
ミ

－
０
０
キ
ロ
ま
で
１
０
０
円
、
１
０

０
キ
ロ
を
超
え
卵
キ
ロ
を
増
す
ご
と

に
即
円
を
加
算

※
詳
し
い
こ
と
は
、
花
貰
衛
生
セ
ン
タ

ー
（
麓
②
４
３
１
８
）
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。
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二
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壱

二
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＝

二

＝

二

＝

舌

ニ
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川
ま
だ
代
金
を
払
っ
て
使
っ
た
り
借
り

Ｍ
た
り
す
る
と
き
も
同
じ
）
を
す
る
と

Ⅲ
き
は
、
光
る
人
も
買
う
人
（
貸
惜
す

‐
る
人
も
同
じ
）
も
土
地
の
売
買
な
ど

腓
の
予
定
価
格
や
利
用
目
的
を
耆
い
た

Ⅲ
届
出
害
を
、
市
町
村
長
を
通
Ｌ
て
都

岫
道
府
県
知
事
に
出
さ
な
く
て
は
な
り

畑
ま
せ
ん
。
届
出
が
必
要
な
の
は
、
都

岬
市
計
画
区
域
で
は
５
０
０
０
平
方
メ

Ⅷ
－
ト
ル
以
上
、
都
市
計
画
区
域
以
外

川
の
と
こ
ろ
で
は
１
万
平
方
メ
ー
ト
ル

岬
以
上
の
取
引
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ⅲ
遊
ん
で
い
る
土
地
を
有
効
に

叩
使
わ
れ
な
い
で
遊
ん
で
い
る
土
地

畑
（
遊
休
地
）
に
つ
い
て
、
正
し
く
役

州
立
つ
よ
う
に
利
用
を
進
め
る
た
め
、

Ⅷ
都
道
府
県
知
事
は
桑
ず
か
ら
、
ま
た

川
は
市
町
村
長
の
申
出
に
も
と
ず
き
、

Ⅲ
こ
の
こ
と
を
土
地
所
有
者
等
に
通
知

州
を
し
ま
す
。
通
知
を
受
け
た
所
有
者

]1,

11 1

Ⅷ
三
二
言
三
・
禍
三
一
三
《
三
層
臺
菖
・
三
富
言
・
豐
三
譽
三
冒
三
、
・
言
書
三
冒
一
菫
薑
忌
二
皇
一
二
言
・
号
ゞ
三
…
言
冨
三
：
言
喜
三
…
二
三
言
・
・
二
言
三
量
三
皇
一
三
・
三
・
・
三
・
言
＃

岬
国
土
は
、
国
民
の
限
ら
れ
た
資
源
等
は
、
そ
の
土
地
の
利
用
方
法
な
ど
仙

叫
で
す
。
限
ら
れ
た
資
源
を
生
か
し
て
の
計
画
を
６
週
間
以
内
に
市
町
村
長
叩

州
使
う
た
め
、
地
価
の
安
定
と
国
土
の
を
通
し
て
知
事
に
届
出
を
し
な
け
れ
州

叩
計
画
的
な
利
用
を
は
か
り
、
土
地
対
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
連
反
し
た
人
に
は
叩

川
策
の
要
と
な
る
法
律
で
す
。

罰
則
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｍ
皆
さ
ん
に
は
、
直
接
関
係
の
あ
る
細
土
地
利
用
基
本
計
画
は
、
都
道
府
州

川
こ
と
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
に
し
県
の
区
域
に
つ
い
て
５
つ
の
区
域
Ⅷ

川
ま
し
よ
う
。

（
左
図
参
照
）
を
定
め
ま
す
。

州
届
出
が
必
要
な
土
地
の
取
引
洲
副
詳
し
い
こ
と
は
市
企
画
担
当
（
麓
祁

州
定
め
ら
れ
た
広
さ
以
上
の
土
地
の
③
２
１
１
１
内
線
２
３
５
）
に
お
た
川

州
売
買
な
ど
の
契
約
（
予
約
も
同
じ
、
ず
れ
く
だ
さ
い
。
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